
第
5
回
川
崎
市
議
会
定
例
会
（
12
月
）
に
お
い
て
、
子
育

て
支
援
策
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
令
和
5
年
4
月
に
「
こ
ど

も
家
庭
庁
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
こ
ど
も
に
関
わ
る
諸
問
題

の
解
決
と
「
少
子
化
」
問
題
を
一
体
的
に
取
組
ん
で
い
く
拠

点
と
な
り
ま
す
。
国
の
こ
ど
も
家
庭
庁
と
本
市
の
こ
ど
も
未

来
局
と
の
連
携
に
よ
り
、
子
育
て
施
策
の
前
進
に
期
待
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
我
々
の
子
育
て
環
境
は
、

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

こ
ど
も
を
取
巻
く
環
境
は
、
複
雑
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
少
子
化
問
題
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
本
市
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
令
和
2
年
（
２
０

２
０
年
）
で
、
１
・
２
７
で
す
。
同
年
の
全
国
平
均
は
、
１
・

３
３
と
な
っ
て
い
ま
す
。
10
年
前
の
統
計
で
は
、
本
市
の

平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）
で
１
・
３
２
、
全
国
で
１
・
３
９

と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
本
市
は
、
全
国
平
均
を
下

回
り
、
少
子
化
は
進
行
し
て
い
る
事
が
分
か
り
ま
す
。

年
少
人
口
（
0
歳
か
ら
14
歳
）
は
、
平
成
22
年
（
２
０
１

０
年
）
で
、
18
万
５
５
７
１
人
で
し
た
。
令
和
２
年
（
２
０

２
０
年
）
で
は
、
18
万
９
０
０
０
人
と
微
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
将
来
人
口
推
計
で
は
、
令
和
22
年
（
２
０
４
０
年
）

で
17
万
６
３
０
０
人
と
な
り
、
20
年
間
で
1
万
２
７
０
０

人
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か

ら
分
か
る
よ
う
に
、
本
市
の
年
少
人
口
は
、
既
に
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
減
少
へ
と
進
ん
で
い
ま
す
。

「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
の
創
設
は
、
縦
割
り
行
政
を
廃
止

す
る
事
に
あ
り
ま
す
。
子
育
て
施
策
を
総
合
的
に
執
行

し
、
深
刻
な
少
子
化
問
題
に
歯
止
め
を
か
け
た
い
考
え

で
す
。
年
齢
や
制
度
の
壁
を
取
り
除
き
、
包
括
的
な
支

援
を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
省
庁
を
ま
た
い
で
い

た
子
育
て
支
援
事
業
を
、
こ
ど
も
家
庭
庁
に
集
約
し
ま

す
。
例
え
ば
、
母
子
保
健
（
厚
生
労
働
省
）
、
保
育
（
内
閣

府
）
、
児
童
手
当
（
内
閣
府
・
厚
生
労
働
省
）
、
児
童
虐
待

（
厚
生
労
働
省
）
を
１
本
化
し
ま
す
。
ま
た
、
新
規
事
業

と
し
て
は
、
こ
ど
も
の
意
見
聴
取
で
す
。
既
に
本
市
で

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
子
ど
も
・
若
者
の
”
声
”
募

集
箱
」
を
設
置
し
、
試
行
し
て
い
ま
す
。
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令和５年４月「こども家庭庁」を創設へ！

政
府
与
党
が
取
り
ま
と
め
た
総
合
経
済
対
策
の

「
こ
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
」
で
は
、
自
治
体
の

創
意
工
夫
に
よ
り
、
妊
娠
・
出
産
時
の
関
連
用
品

の
購
入
費
助
成
や
、
産
前
・
産
後
ケ
ア
・
一
時
預

か
り
・
家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
の
経
済
的
支
援
を
、

伴
走
型
支
援
と
一
体
と
し
て
実
施
す
る
事
業
を
、

創
設
し
ま
す
。
政
府
に
よ
る
と
、
出
産
育
児
一
時

金
も
、
公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
や
被
扶
養
者

で
出
産
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
子
ど
も
一
人
に
つ

き
42
万
円
の
支
給
か
ら
、
来
年
度
か
ら
50
万
円
に

増
額
す
る
事
や
、
妊
娠
・
出
産
時
に
、
10
万
円
相

当
を
支
給
す
る
交
付
金
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
継

続
す
る
考
え
を
示
し
て
い
ま
す
。

本
市
の
「
出
産
・
子
育
て
支
援
事
業
」
で
は
、

妊
娠
届
出
時
に
妊
婦
1
人
当
た
り
５
万
円
、
出
生

届
出
時
に
新
生
児
１
人
当
た
り
５
万
円
を
現
金
支

給
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
市
民
は
、
令
和
４
年
４

月
以
降
に
妊
娠
・
出
産
し
た
方
も
含
ま
れ
ま
す
。

令
和
５
年
３
月
よ
り
、
申
請
者
へ
の
支
給
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

こ
ど
も
家
庭
庁
の
創
設
に
伴
い
、
こ
ど
も
未
来

局
の
事
業
内
容
に
も
、
影
響
が
出
る
事
に
な
り
ま

す
。
こ
ど
も
政
策
に
つ
い
て
は
今
後
、
本
市
の
実

情
に
よ
っ
て
、
検
討
、
整
備
し
て
い
く
事
に
な
り

ま
す
。
首
長
部
局
で
あ
る
こ
ど
も
未
来
局
と
、
教

育
委
員
会
と
の
情
報
共

有
に
よ
り
、
連
携
が
よ

り
強
く
求
め
ら
れ
る
事

に
な
り
ま
す
。

国
の
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、

新
規
事
業
も
含
ま
れ
て

い
る
事
か
ら
、
対
象
範

囲
の
拡
大
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
議
会
の
議
論
で

は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
創
設
を
捉
え
、
「
本
市
の

体
制
を
十
分
に
整
え
て
頂
き
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
施
策
の
拡
充
」
と
な
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

第
5
回
川
崎
市
議
会
定
例
会
（
12
月
）
に
お
い

て
、
避
難
所
や
災
害
時
に
重
要
と
な
る
施
設
に
、

応
急
給
水
拠
点
及
び
開
設
不
要
型
給
水
拠
点
の
整

備
拡
充
に
向
け
て
質
し
ま
し
た
。
大
規
模
自
然
災

害
の
リ
ス
ク
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
な
か
、
あ
ら
ゆ

る
被
害
を
想
定
し
た
、
備
え
の
必
要
性
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
令
和
３
年
３
月
に
「
か
わ
さ
き
強

靭
化
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
に
は
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
と
と
も

に
、
早
期
に
復
旧
さ
せ
る
事
を
事
前
に
備
え
る
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
そ
の
1
つ
で
あ
る
水

道
は
、
災
害
時
で
も
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
、

最
も
優
先
す
べ
き
備
え
と
な
り
ま
す
。

本
市
全
域
に
あ
る
水
道
管
路
の
総
延
長
は
約
２

千
５
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
年
間
、
約
40
キ

ロ
の
更
新
を
目
標
に
、
更
新
時
期
を
迎
え
た
管
路

か
ら
取
り
替
え
、
耐
震
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
立
小
学
校
等
の
避
難
所
及
び
重
要
な
医
療

機
関
へ
の
供
給
ル
ー
ト
の
管
路
や
災
害
時
の
被
害

が
懸
念
さ
れ
る
老
朽
配
水
管
を
重
要
な
管
路
と
位

置
付
け
て
、
優
先
的
に
耐
震
化
に
取
組
ん
で
い
ま

す
。水

道
管
路
の
全
体
の
耐
震
化
率(

令
和
３
年
度

末)

は
、
３
８
・
８
%
で
あ
り
、
重
要
な
管
路
は
、

対
象
延
長
約
７
８
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
対
し
て
、

耐
震
化
率(

令
和
３
年
度
末)

は
、
９
６
・
３
%
と

な
っ
て
い
ま
す
。

供
給
ル
ー
ト
の
耐
震
化
は
、
重
要
施
設
と
位
置

づ
け
た
、
市
立
小
・
中
・
高
等
学
校
等
の
避
難
所
、

及
び
、
重
要
な
医
療
機
関
に
水
を
つ
な
ぐ
、
起
点

と
も
な
る
管
路
で
す
。
供
給
ル
ー
ト
の
耐
震
化
率

(

令
和
３
年
度
末)

は
、
９
４
・
６
%
で
す
。
宮
前

区
の
重
要
施
設
は
、
33
箇
所
に
対
し
て
31
箇
所
が

完
了
し
て
い
ま
す
。
ル
ー
ト
の
耐
震
化
が
さ
れ
て

い
な
い
土
橋
小
学
校
と
野
川
小
学
校
は
、
令
５
年

度
に
整
備
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
５
年
度
以
降
の
供
給
ル
ー
ト
の
整

備
は
そ
の
他
に
、
消
防
署
、
警
察
署
、
活
動
拠
点

に
指
定
さ
れ
て
い
る
県
立
高
校
や
、
二
次
避
難
所

と
な
る
入
所
型
社
会
福
祉
施
設
を
重
要
な
施
設
と

位
置
付
け
、
耐
震
化
を
進
め
る
計
画
で
す
。

応
急
給
水
拠
点
は
、
市
民
の
皆
様
が
半
径
７
５

０
メ
ー
ト
ル
以
内
で
応
急
給
水
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
整
備
を
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
末
に
、
３
１

２
箇
所
の
整
備
が
完
了
す
る
計
画
で
す
。
組
立
式

応
急
給
水
拠
点
は
１
３
９
箇
所
、
開
設
不
要
型
応

急
給
水
拠
点
は
１
１
６
箇
所
の
整
備
が
完
了
し
、

令
和
5
年
度
末
ま
で
に
残
り
の
57
箇
所
の
整
備
を

完
了
す
る
予
定
で
す
。

市
内
に
は
、
市
立
の
学
校
以
外
で
も
、
一
部
の

県
立
高
等
学
校
が
緊
急
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
市
の
災
害
時
応
急

給
水
拠
点
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
こ

に
お
い
て
も
県
と
市
の
壁
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

県
と
市
の
連
携
・
調
整
も
検
討
し
、
災
害
時
に
お

い
て
も
市
民
生
活
の
よ
り
近
い
場
所
で
、
水
道
の

供
給
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
対
象
の
拡
大
を
求
め

議
会
で
発
言
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
「
災
害
に

強
い
街
・
川
崎
」
の
実
現
に
向
け
て
、
議
論
し
て

参
り
ま
す
。

避
難
所
と
水
を
つ
な
ぐ
！

〜
応
急
給
水
拠
点
の
強
化
を
求
め
議
論
〜




